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一般事項

1.御社名：
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2.購入先： 購入年月日：

購入先担当者： 連絡先(TEL): (　　　)

ハードウエアとネットワーク構成

1. ご使用のハードウエア機種（製品名）、シリアル番号、リビジョン

製品名： CentreCOM FH708TP

S/N                                Rev    

2. お問い合わせ内容 □別紙あり □別紙なし

□設置中に起こっている障害 □設置後、運用中に起こっている障害

3. ネットワーク構成図 □別紙あり □別紙なし

簡単なもので結構ですからご記入をお願いします。

PN J613-M2595-00 Rev.C 001023
FN FH708TP.Rev.C

調査依頼書(CentreCOM FH708TP)
年　　月　　日　

この度は、CentreCOM FH708TPをお買い上げいただき、
誠にありがとうございます。
本製品は、10BASE-T/100BASE-TXオートネゴシエー
ションポートを8ポート装備したデュアルスピードのタッ
プ型ファーストイーサネット・リピーターです。
接続したポートの通信速度によって、自動的に10Mbpsと
100Mbpsの2つのドメインを内部で構成し、それぞれのド
メイン間で通信が可能なブリッジ機能を持つため、
10Mbpsと100Mbpsが混在したネットワーク環境でのご
使用に最適です。
本書をよくお読みになり、正しい設置を行ってください。ま
た、お読みになった後も大切に保管してください。

　特長

 • コンパクトなタップ型ボディー
 • 10BASE-T/100BASE-TXオートネゴシエーショ
ン機能

 • 電源内蔵型
 • カスケード接続用のポートを1ポート装備（カス
ケード切替スイッチ）

 • ネットワークや機器の状態が一目でわかるLED表
示機能

 • ポート毎にジャバー機能、パーテーション機能を
持つ。

 • 壁面設置に対応（本体底面にマグネットを標準装
備、壁掛け用ネジ穴装備）

　梱包内容

最初に梱包箱の中身を確認して、次のものが入っているか
を確認してください。
万一、欠品、不良などがございましたら、お買い求めいた
だいた販売店までご連絡ください。
 • CentreCOM FH708TP 本体
 • ウォールマウント用タッピングスクリュー（2個）
 • ウォールマウント用プラスチックアンカー（2個）
 • 製品保証書（3年保証）
 • お客様インフォメーション登録カード
 • シリアル番号シール
 • ユーザーマニュアル（本書）

　再梱包　　　　　　　　　　　

本製品を移送する場合、工場出荷時と同じ梱包箱で再梱包
されることが望まれます。
再梱包のために、本製品が納められていた梱包箱、緩衝材
などは捨てずに保管しておいてください。

　各部の名称と機能
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① POWER（緑）
電源が正しく供給されているときに点灯します。

② 100M/PATN（緑）

ポートが、100Mbpsで正常に動作しているときに点灯
します。
10Mbpsで動作しているときは点灯しません。
Partitionされているときに点滅します。

③ COLLISION（10M/100M（橙））
コリジョンが発生しているときに点灯します。

④ LNK/RX（10M/100M（緑））

LINKが確立しているときに点灯します。
パケットが正しく受信されているときに点滅します。

⑤ カスケード切替スイッチ

最終ポートを、カスケード接続用ポートとして使用す
るか、通常の10BASE-T/100BASE-TXポートとし
て使用するかを設定するためのスイッチです。
出荷時設定は「X PC」です。

 : 通常のハブのUTPポートとして使用します
(MDI-X)。

 : カスケードポートとして使用します(MDI)。
⑥ 10BASE-T/100BASE-TXポート
10BASE-T、または100BASE-TXのUTPケーブルを
接続するためのコネクタです。
このポートは、オートネゴシエーションによって通信速
度（10Mbps/100Mbps）を自動検出し、最適な状態で接
続します。
（通信モードは、Half Duplex固定となります。）
また、ブリッジ機能によって 10BASE-T ポートと
100BASE-TXポートの間で相互に通信を行うことがで
きます。

⑦ マグネット
デスクサイドやスチール製パーティションなどに設置
するためのマグネットです。

⑧ 壁掛け用ネジ穴

マグネットが使用できない場合に使用するネジ穴で
す。ネジは同梱されておりません。3mmのネジ（壁面
に応じ確実に固定できる長さのもの）を必要に応じて
ご用意下さい。

　設置するまえに
○ 設置場所
本製品を設定する場所については、次の点にご注意くださ
い。
 • 直射日光のあたる場所、多湿な場所、ほこりの多い場所
に設置しないでください。

 • 傾いた場所や、不安定な場所に設置しないでください。
 • 充分な換気ができるように、本体側面をふさがないよう
に設置してください。

 • テレビ、ラジオ、無線機などの側に設置しないでください。

○ マグネットによる取り付け
本体底面のマグネットを使用すると、本製品を簡単に金属
面へ取り付けることができます。

設置面の状態によってはマグネットの十分な強度を

得られないことがあります。

ケーブルの重みにより、機器が落下しないように確
実に取り付けてください。
落下により、ケガの原因となることがあります。

マグネットで機器を高所に取り付けないでくださ
い。
機器の落下により、ケガの原因となることがありま
す。

マグネットで機器を振動、衝撃の多い場所や不安定
な場所に取り付けないでください。
機器の落下により、ケガの原因となることがありま
す。

マグネットで機器をOAデスクなどに取り付けたま
ま、機器をずらさないでください。
被着面の塗装などに傷がつくおそれがあります。

マグネットにフロッピーディスクや磁気カードなど
を近づけないでください。
磁気の影響により、記録内容が消去されるおそれが
あります。

マグネットをパソコンやディスプレイなど、磁気の
影響を受けやすい電子機器に近づけないでください。
磁気の影響により、故障の原因となることがありま
す。

○ 壁への取り付け

壁掛け用ネジ穴を使用すると、本製品を壁などの垂直な面
に取り付けることができます。

◯ 石膏ボード、ベニヤなど、中空になっている壁に取り付
ける場合は、プラスチックアンカー等を併用してくだ
さい。

◯ 本体とUTPケーブルを合わせ、最大3kg程度の垂直重
量が加わりますので、取り付けはしっかりした壁に
行ってください。
手で押しただけでへこんでしまうような壁には取り付
けないでください。

1. 次の点を考慮して、設置場所と設置方向を決めてくださ
い。
 • ケーブルの接続が可能であること
 • LEDの表示が監視可能であること

2. ネジ（同梱のタッピングスクリューを埋め込む位置を決め
ます。このとき、ネジの間隔が本体底面にある2つの取
り付け穴の間隔と同じになるように注意してください。

壁にネジを直接つけることができない場合は、同梱

のプラスチックアンカー等を使用します。プラス
チックアンカーは、あらかじめきりやドリルなどで

開けておいた穴に挿し込み、かなづちで軽くたたい
て壁に埋め込みます。

穴はプラスチックアンカーがやっと入る程度の大き
さにしてください。穴が大きすぎるとがたつきの原
因となります。

3. まず  型の方のネジをネジ頭を5mmほど残してネ
ジを壁（またはプラスチックアンカー）にねじ込みます。

4. FH708TPの  をネジにかけスライドさせます。

5. 次に反対側のネジ穴にネジを差し込み、しっかり固定
します。

　接続のしかた

○ ケーブル
すべてのケーブルが機器間を接続するのに適切な長さであ
ることを確認します。
本製品と端末を接続するケーブルの長さは100m以内にし
てください。
また、ケーブルは10BASE-Tの場合はカテゴリー3以上の
UTPケーブル（ストレートタイプ）、100BASE-TXの場合
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はカテゴリー5のUTPケーブル（ストレートタイプ）を使用
してください。

○ 起動と停止
電源コードのプラグを電源コンセントに差し込むと、起動し
ます。
電源プラグをはずすと停止します。
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電源コンセントへ�

図2　電源コードの接続

○ 通信モード

IEEE 802.3u規格のオートネゴシエーション機能をサポート
していない機器と本製品を接続する場合は、必ず接続先の
機器の通信モードをHalf Duplexに設定してください。
○ 接続手順
1. 本体前面の10BASE-T/100BASE-TXポートにUTPケー
ブルを接続します。

2. ネットワークに接続する端末に、1 0 B A S E - T /
100BASE-TXネットワーク・インターフェースカードが
正しく取り付けられていることを確認して、UTPケーブ
ルのもう一方を端末のネットワーク・インターフェース
カードに接続します。

3. 電源プラグをコンセントに差し込みます。
4. 本体前面のPOWER LEDが点灯することを確認します。
UTPケーブルの接続が正しく行われていれば、接続し
たポートのLINK LEDが点灯します。

　スタンドアローン

本製品は単純なスタンドアローンの環境で使用できます。
本製品と端末間のUTPケーブルの長さは100m以内にして
ください。
端末Aと端末Bは、ブリッジ機能によって相互に通信を行
うことができます。
また、10BASE-Tと100BASE-TXはそれぞれ独立したコリ
ジョンドメインを構成します。
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UTPケーブル�
100m MAX

　カスケード接続

カスケードポートを使用すると、ケーブルを変更することな
く簡単にカスケード接続をすることができます。
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UTPケーブル�
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MDI-X MDI

UTPケーブル�
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カスケードポート�

MDI-X MDI

○ 接続手順
1. 本体前面のカスケード切替スイッチを右側の＝HUB
にします。

2. 本製品のカスケードポート（ポート8）にUTPケーブ

ル（ストレートタイプ）を接続します。

3. UTPケーブル（ストレートタイプ）のもう一方の端を接
続機器の通常の10BASE-T/100BASE-TXポートに接
続します。

○ ケーブル長

他のリピーターの10BASE-Tポートと接続する場合
→ UTPケーブルは100m以内

他のリピーターの100BASE-TXポートと接続する場合
→ UTPケーブルは5m以内（カスケード接続ができるの
は、クラス IIリピーターのみです。）

他のスイッチ、ブリッジ、ルーターなどと接続する場合
→ UTPケーブルは100m以内

本製品同士を接続する場合
→ UTPケーブルは5m以内（本製品は、オートネゴシエー
ションによって100Mbpsで接続され、クラスIIリピー
ターとして機能します。）

　トラブルシューティング

「通信できない」とか「故障かな？」と思われる前に、次の
ことを確認してください。

○ POWER LEDは点灯していますか？

PWR LEDが点灯していない場合は、電源ケーブルのコード
に断線がないか、電源プラグが正しく接続されているか、正
しい電源電圧のコンセントを使用しているかなどを確認し
てください。

○ LINK LEDは点灯していますか？
LINK LED は接続先機器と正しく接続されている場合に
点灯します。
点灯しない場合、以下のことを確認してください。

 • 接続先機器に電源が入っているか確認してください。
また、端末に取り付けられているネットワークイン
ターフェースカードに障害がないか、ネットワークイ
ンターフェースカードに正しくケーブルが接続され、
通信可能な状態にあるかなどを確認してください。

 • UTP ケーブルが正しく接続されているか、正しい
UTP ケーブルを使用しているか、UTP ケーブルが断
線していないかなどを確認してください。また、ケー
ブルの長さが制限を越えていないか確認してくださ
い。2 つのネットワーク機器の直接リンクを形成する
UTP ケーブルは最長 100m と規定されています（た
だし、100Mbps のクラスII のリピーターをカスケー
ド接続する場合のリピーター間は5m 以内としてくだ
さい）。

 • 接続先装置のカスケード切替スイッチの設定を確認し
てください。ストレートケーブルを使用しスイッチ同
士をカスケード接続している場合は、接続先機器のカ
スケードポートは「MDI(To HUB)」に設定しなけれ
ばなりません。

 • 特定のポートが故障している可能性もあります。ケー
ブルを別のポートに差し替えて、正常に動作するか確
認してください。

 • UTP ケーブルに問題はありませんか？ケーブルの不
良は外観からは判断しにくいため（結線は良いが特性
が悪い場合など）、他のケーブルに交換して試してみ
てください。

○ HUB の接続段数は正しいですか？

 • リピーター（＝HUB ）の数が制限を越えていないか確
認してください。

 • イーサネット（10Mbps ）の場合、カスケードできる
リピーターの台数は、最大4 台までとされています。

 • ファーストイーサネット（100Mbps ）の場合、クラス

II のリピーターは、1 つのコリジョンドメイン内で2
台までをカスケード接続することができます。その場
合、リピーター間のケーブルの長さは5m 以内として
ください。クラスI のリピーターはカスケード接続す
ることができません。
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　推奨ケーブル

○ 10BASE-T/100BASE-TXケーブル
ストレート結線のUTPケーブル（Unshielded Twisted Pair
Cable＝シールドなしツイストペアケーブル）を使用してく
ださい。
10BASE-Tの場合はカテゴリー3以上のUTPケーブル、
100BASE-TXの場合はカテゴリー5のUTPケーブルを使
用してください。

　製品仕様

○ サポート規格　

IEEE802.3 /IEEE802.3u 100BASE-TX classII
repeater

○ 電源部

定格入力電圧: AC100-120V
入力電圧範囲: AC90～132V
定格周波数 : 50/60Hz
平均消費電力: 4W（最大6W）
平均発熱量 : 3.5kcal/h（最大5.2kcal/h）
最大入力電流: 0.3A

○ 環境条件

保管時温度 : -20～60℃
保管時湿度 : 95%以下

（ただし、結露なきこと）
動作時温度 : 0～40℃
動作時湿度 : 80%以下

（ただし、結露なきこと）
○ 外形寸法（突起部含まず）  :  234（W）x67（D）x35（H）mm
○ 重量 : 500g
○ MACアドレス登録数     2000個
○ アドレス保持時間:         300秒
○ 適用規格
　　   EMI 規格     :         VCCI クラスA
　　   安全規格     :         UL1950

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会
（ＶＣＣＩ）の基準に基づくクラスA情報技術装置で
す。この装置は、家庭環境で使用することを目的とし
ていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機
に近接して使用されると、受信障害を引き起こすこと
があります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。

　保証

製品に添付されている「製品保証書」の「製品保証規定」を
お読みなり、「お客さまインフォメーション登録カード」に
必要事項を記入して、当社「お客さまインフォメーション
登録係」までご返送ください。
「お客さまインフォメーション登録カード」が返送されてい
ない場合、修理や障害発生時のサポートなどが受けられま
せん。

○  保証の制限
本製品の使用または使用不能によって生じたいかなる損害
（人の生命・身体に対する被害、事業の中断、事業情報の損
失またはその他の金銭的損害を含み、またこれらに限定さ
れない）については、弊社はその責をいっさい負わないこと
とします。

　ユーザーサポート

障害回避などのユーザーサポートは、右の「調査依頼書」を
コピーしたものに必要事項をご記入の上、下記のサポート
先にFAXしてください。
電話による直接の問い合わせはなるべくご遠慮ください。
FAXで詳細な情報をお知らせいただくと、電話によるお問
い合わせよりも、より早く問題を解決することができます。
記入内容の詳細は、「調査依頼書のご記入にあたって」をご
覧ください。

○ アライドレテシス サポートセンター

Tel： 0120-860-772

月～金（祝・祭日を除く）  9:00 ～12:00
13:00 ～18:00

土（祝・祭日を除く） 10:00 ～17:00

Fax： 0120-860-662
年中無休 24時間受け付け

　調査依頼書のご記入にあたって

調査依頼書は、お客様の環境で発生した様々な障害の原因を
突き止めるためにご記入いだだくものです。
迅速に障害の解決を行うためにも、弊社担当者が障害の発
生した環境を理解できるよう、以下の点にそってご記入く
ださい。記入用紙に書き切れない場合は、プリントアウトな
どを別途添付してください。

　使用しているハードウエアについて

* 製品名、製品のシリアル番号（S/N）、製品リビジョン
コード（Rev）を調査依頼書に記入してください。製品の
シリアル番号、製品リビジョンコードは、製品の底面に
貼付されているバーコードシールに記入されています。

（例）
S/N  000770000002346  Rev  AA

　お問い合わせ内容について

* どのような症状が発生するのか、またそれはどのような
状況で発生するのかをできる限り具体的に（再現できる
ように）記入してください。

* エラーメッセージやエラーコードが表示される場合に
は、表示されるメッセージ内容のプリントアウトなどを
添付してください。

　ネットワーク構成について

* ネットワークとの接続状況や、使用されているネット
ワーク機器がわかる簡単な図を添付してください。

* 他社の製品をご使用の場合は、メーカー名、機種名、
バージョンなどをご記入ください。

　おことわり

 • 本書は、アライドテレシス株式会社が作成したもので、
すべての権利を弊社が保有しています。弊社に無断で本
書の一部、または全部をコピー、または転載することを
禁じます。

 • 予告なく本書の一部または全体を修正、変更することが
ありますがご了承ください。

 • 改良のため製品の仕様を予告なく変更することがありま
すがご了承ください。

 • 本製品の内容、またはその仕様により発生した損害につ
いては、いかなる責任も負いかねますのでご了承くださ
い。

Copyright © 2000  アライドテレシス株式会社

　商標

CentreCOMは、アライドテレシス株式会社の登録商標で
す。

　マニュアルバージョン

2000年 05月 Rev.A 初版
2000年 06月 Rev.B 改版
2000年 10月 Rev.C 改版

通風口はふさがない�

ふさがない�

内部に熱がこもり、�火災の原因と�
なります。�

湿気やほこりの多いところ�

設置場所注意�

油煙や湯気のあたる場所�
には置かない�
火災や感電の原因となります。�

設置・移動のときは電源プラグを抜く�
感電の原因となります。�

電源�ケーブルのコードを傷つけない�

傷つけない�

火災や感電の原因となります。�

ご使用にあたってのお願い�

静電気注意�
本製品は、�静電気に敏感な部品を使用しています。�
部品が静電破壊する恐れがありますので、�コネク�
ターの接点部分、ポート、�部品などに素手で触れ�
ないでください。�

次のような場所での使用や保管はしないでください�
・�直射日光の当たる場所�
・�暖房器具の近くなどの高温になる場所�
・�急激な温度変化のある場所�（結露するような場所）�
・�湿気の多い場所や、�水などの液体がかかる場所�
（湿度�80％以下�の環境でご使用ください）�

・�振動の激しい場所�
・�ほこりの多い場所や、�ジュータンを敷いた場所�（静電気障害の�
原因になります）�

・�腐食性ガスの発生する場所�

    

 

取り扱いはていねいに�
落としたり、ぶつけたり、�強いショックを与えな�
いでください。�

お手入れについて�

清掃するときは電源を切った状態で�
誤動作の原因になります。�

機器は、乾いた柔らかい�

ぬらすな�

 
中�
性���

中性洗剤�
�使用�

 

堅く絞る�

布で拭く�
汚れがひどい場合は、�柔らかい�
布�に�薄�め�た�台�所�用�洗�剤�（�中�性�）�を�
しみこませ、�堅く絞ったもので�
ふき、�乾いた柔らかい布で仕上�
げてください。�

お手入れには次のものは使わないで�

シンナー類�
� 禁止�

ください�
・石油・みがき粉・�シンナー・ベンジン・ワック�
ス�・�熱湯�・�粉せっけん�（化学ぞうきんをご使用のと�
きは、その注意書に従ってください）�

警告�
下記の注意事項を守らないと�
�火災・感電�により、�死亡や大�

�けが�の原因となります。�

分解や改造をしない�

分解禁止�

本製品は、�取扱説明書に記載のな�
い分解や改造はしないでください。�
火災や感電、�けがの原因となりま�
す。�

雷のときはケーブル類・�
機器類にさわらない�
感電の原因となります。�

異物は入れない　水は禁物�

異物厳禁�

火災や感電の恐れがあります。�水�
や異物を入れないように注意して�
ください。�万一水や異物が入った�
場合は、�電源プラグをコンセント�
から抜いてください。�

表示以外の電圧では使用しない�
火災や感電の原因となります。本製品はAC100�
 - 120Vで動作します。なお、本製品に付属の電�
源ケーブルは100V用ですのでご注意ください。�

コンセントや配線器具の定格を超える�

たこ足禁止�

使い方はしない�
たこ足配線などで定格を超えると発熱による火災�
の原因となります。�

　　　　　� 　�安全のために� 必ずお守りください�

プラグを抜け�
雷のときはさわらない�

100~120V

電圧注意�
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